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１．プロジェクトの目的 
森林の組成・構造等が生物多様性に及ぼす影響評価と、多様性の指標種とその生息域の関連性の定

量的評価に基づき、生物多様性に関わる指標の測定・評価手法が開発される。 
広域の森林を対象としたセンシング技術の高度化により、森林生態系の健全性と活力の維持に関わ

る指標の測定・評価手法が開発される 
 
２．プロジェクト研究成果の概要 
（１）基準指標による森林管理はスケールによって異なると言う海外での研究成果を受け、スケールを流

域レベルに絞り、森林の生物多様性の指標として、リモセンのような広域評価に耐える手法を開発した。

森林組成・構造が生物多様性に与える影響、多様性の指標種を検討し、海外の研究者とも検討した結果、

択伐林施業地ではササの有無、皆伐施業地では森林の樹齢が重要な指標になることがわかった。これらは

センシング技術で把握が可能である。（２）森林の健全性評価手法として、国際的に使われている梢端枯

れは実際に樹幹の異常を示していることを明らかにし、そのGIS化を行った。梢端枯れは、海外での最新の

研究で航空機によるセンシングで評価可能とされ、健全性の流域レベルでの把握が可能となった。 
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５．評価結果の概要 
実用化にあと一歩の所まで達成し、研究資源から考えると良い成果。国際交流を通じた問題の本質

に迫る議論ができ、研究方向が整理できた。さらに発展することを期待する。 
国際共同研究の利点を活かした研究となった。生物多様性国家戦略、UNFF、森林認証制度、京都メ

カニズムへの応用研究が期待される。 
 
６．評価結果を踏まえた改善措置概要 
公表し、新しい研究に活かしていきたい。 
 
 

 


